
 

 
 

 

  

 

あ っ た か い が い い ね 

シャローム横浜通信 １月号 

こ

ど

も

た

ち

の

笑

顔 

楽 し い 催 し 物 

何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
季
節
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
街
角
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

の
装
飾
が
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
シ
ャ

ロ
ー
ム
横
浜
で
も
館
内
や
中
庭
に
ク
リ
ス

マ
ス
の
装
飾
が
施
さ
れ
、
夜
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
が
夜
空
を
彩
っ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
当
法
人
の
事
業
所
で
あ
る
ベ
ー

テ
ル
の
夢
職
員
の
計
ら
い
で
、
沖
縄
県
の

県
立
糸
満
青
少
年
の
家
に
て
開
催
さ
れ
た

「
第
13
回
沖
縄
県
高
校
・
大
学
・
地
域
連

携
福
祉
研
究
会
」
に
参
加
す
る
機
会
が
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
沖
縄
県
内
で

唯
一
の
介
護
福
祉
士
養
成
校
で
あ
る
県
立

真
和
志
高
等
学
校
み
ら
い
福
祉
科
の
生
徒

が
参
加
し
て
お
り
、
企
業
ブ
ー
ス
の
会
場

で
生
徒
の
方
々
に
シ
ャ
ロ
ー
ム
横
浜
の
紹

介
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
今
後
の
福
祉
を
担
う
人
材
と
し
て
希

望
と
な
る
存
在
で
す
の
で
、
今
後
も
学
校

等
と
関
係
を
築
き
な
が
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を

続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
障
が
い
児
通
所
支

援
「
ベ
ー
テ
ル
の
夢
」「
ベ
ー
テ
ル
の
夢
Ⅱ
」

に
も
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
の
懸

命
な
働
き
と
子
供
た
ち
の
成
長
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
ベ
ー
テ
ル
の
夢
は
、
今
年
の
８
月

１
日
か
ら
２
度
に
わ
た
っ
て
沖
縄
を
直
撃

し
た
台
風
６
号
に
よ
り
、
床
上
約
15
㎝
の

浸
水
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
被

害
の
あ
っ
た
場
所
で
の
事
業
活
動
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
の
協

力
に
よ
り
、
新
し
い
場
所
が
見
つ
け
ら
れ

た
こ
と
、
沖
縄
県
や
浦
添
市
な
ど
の
行
政

機
関
が
迅
速
に
認
可
を
し
て
く
だ
さ
り
、

約
一
か
月
で
新
し
い
場
所
で
の
活
動
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご

家
族
や
地
域
の
皆
様
、
当
法
人
の
母
体
で

あ
る
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
教

団
や
沖
縄
教
区
、
教
会
員
の
皆
様
な
ど
が

訪
問
し
て
く
だ
さ
り
、
職
員
と
共
に
祈
り
、

差
し
入
れ
や
手
伝
い
、
お
声
掛
け
し
て
く

だ
さ
る
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
勇
気
と
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

訪
問
時
に
子
供
た
ち
は
新
し
い
場
所
で

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
満
面

の
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も

沖
縄
の
障
が
い
を
抱
え
て
い
る
子
供
た
ち

の
居
場
所
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
子
供
た

ち
の
笑
顔
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

【
す
る
と
イ
エ
ス
は
幼
な
子
ら
を
呼
び

寄
せ
て
言
わ
れ
た
、
「
幼
な
子
ら
を
わ
た

し
の
と
こ
ろ
に
来
る
ま
ま
に
し
て
お
き
な

さ
い
。
止
め
て
は
な
ら
な
い
。
神
の
国
は

こ
の
よ
う
な
も
の
の
国
で
あ
る
。
」
】 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
18
章
16
節 

 

皆
様
の
健
康
が
守
ら
れ
、
新
し
い
年
が

平
和
に
満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 

施
設
長 

髙
原 

信
夫 
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11 月の前半にお菓

子レクリエーションを

行いました。皆様お煎

餅などの塩味の濃いお

菓子を好まれている様

子でした。アイスも人

気があります。また

やって欲しい！次はい

つやるの？などのお声

をいただきました。 

後半にはコロナウイ

ルス感染対応となって

しまいました。早期終

息するよう職員一同努めてまいります。今後もご利用者に楽

しんでいただけるレクリエーションを実施したいと思ってい

ます。 

４階副主任 神宮 広大 



 

 

  

 

 

 

 

第 189回 チャプレン 上前 至 

食 事 サ ー ビ ス を 紹 介 し ま す 

兄 弟 は 悩 み の 時 の た め に 生 ま れ る 

私は、今、RKK という主に横浜国立大学に留学し

てきている学生を支援している NPOに参加し日本語

を教えている。そこでこのあいだ、日本語スピーチ

大会があり、８名の留学生の発表を聞いた。聴きな

がらやはり、彼らを通してしか見えない日本の姿が

あることに改めて気づかされた。 

パラグアイからきているある女性の発表はとて

も印象深かった。日本に去年の４月に来たという。

彼女はパラグアイのアスンシオン国立大学を卒業

し、これから横浜国立大学で人文社会領域の勉強を

し、自分の国のコミュニティをよくしていくことに

貢献していきたいというのである。来て驚いた第一

の事、それは日本語だけで言葉が通じるという事で

ある。パラグアイは違うらしい。３ヶ国語を話さな

ければならない。スペイン語、英語、そしてワラニー

語（先住民語）である。そしてパラグアイは日本と

は 12 時間の時差があり、国土は日本より少し大き

いが人口は７００万で、この神奈川県より少ない

という。そして一番驚いたことは通りにゴミ箱は

少ないのに町がきれいだという事である。お寺や

神社もきれいでとても感銘したという。そして電

車も時間通りに運行されている事が信じられな

い。向こうでは 30分くらい遅れるのが普通だか

らだ。なにより女性が安心・安全で暮らせるとい

う事が一番良いという。「日本に来て本当に私は

幸せです」という。 

ハウスキーピングは、平日は３～４名、土日

は２名で勤務しています。１階から４階まで

の通路やレストラン、各階のトイレや洗面所、

居室の中を清掃しています。その他には、

ショートステイのシーツ交換、ひまわりデイ

サービスの清掃、厨房の床清掃なども行って

います。 

３階、４階で清掃している時にはご利用者

から「いつもありがとう」「キレイになった

ねぇ」とよく声をかけていただき、とても励み

になっています。これからもより一層頑張り

たいと思います。 

ハウスキーピング副主任 竹渕 順子 

これからの日本での彼女

の歩みが本当にそうあって

ほしいと願いつつ、悩める時

には友の一人として助けに

なれればとも思っている。

「友はいずれの時にも愛す

る、兄弟は悩みの時のために

生まれる。」箴言 17章 17節 

ハウスキーピングの日々の仕事と感謝の声 

私たちは横浜市食事サービスの指定を受けて、

月曜日から金曜日に地域の皆様のご自宅に夕食

のお弁当をお届けしております。配達場所は旭区

全域と瀬谷区・緑区・保土ヶ谷区の一部地域です。

また献立表をホームページに掲載しております

ので、ご興味のある方はご覧ください。 

日々のお弁当とは別に少人数などの集まりの

お弁当のご依頼も受け付けております。写真は菜

食弁当の仕出し弁当です。今後も皆様に喜ばれる

お弁当作りに日々精進してまいります。 

食事サービス主任 遠藤 洋子 


